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西宮消防署建替事業基本設計実施設計業務 

公募型プロポーザル参加表明書等評価（第１次評価）要領 

 
 

１ 参加表明書等の評価（第 1次評価）について 

（１）評価対象者 

公募型プロポーザルの参加資格要件全てを満たす参加表明書等の提出者（以下「有資

格応募者」という）。 

（２）評価基準（評価項目・配点） 

評価項目 配点 

ア 本店の所在地  ４ 

イ 応募者の実力  ２０ 

ウ 管理技術者・主任技術者の経験及び能力  １０ 

小 計  ３４ 

 

２ 業務遂行能力等の評価基準 

（１）本店の所在地（４点） 

評価事項 評価点 

共同企業体の構成企業の本店（本社）が西宮市内にある 4.0 

※共同企業体において本店（本社）の所在地が市内にある企業が複数であっても、4点とする。 

 

（２）応募者の実力（２０点） 

基本設計実施設計業務に係る応募者の業務実績（２０点） 

ア 同種・類似業務実績（５件まで） 

評価事項 評価点 

業務実績 

同種業務 

・延床面積 4,000㎡以上かつ免震構造の消防署の新築・増築

改築の基本設計又は実施設計業務 
4.0 

・延床面積 2,000㎡以上かつ免震構造の消防署の新築・増築

改築の基本設計又は実施設計業務 
2.0 

類似業務 

・延床面積 4,000 ㎡以上の消防署（免震構造を除く）の新

築・増築・改築の基本設計又は実施設計業務 
2.0 

・延床面積 2,000 ㎡以上の消防署（免震構造を除く）の新

築・増築・改築の基本設計又は実施設計業務 
1.0 

・国又は地方公共団体の延床面積 4,000 ㎡以上の免震構造

の建築物（消防署を除く）の新築・増築・改築の基本設

計又は実施設計業務 

2.0 

・延床面積 4,000 ㎡以上の免震構造の建築物（国又は地方

公共団体の施設を除く）の新築・増築・改築の基本設計

又は実施設計業務 

1.0 
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※元請として受注し、平成 15年 4月以降に契約履行が完了した実績を対象とする。 

※増築・改築の場合は、当該増築・改築部分が規定する構造規模である実績を対象とする。（以下同じ。） 

※同一施設は、基本設計・実施設計が別契約である場合でも１件の実績とする。（以下同じ。）  

※共同企業体の基本設計業務における業務遂行能力に関しては、代表企業を評価の対象とする。（以下同じ。） 

イ 業務実績の評価 

    上記（ア）の各業務実績の評価点を合計した値を応募者の業務実績の評価点とする。 

 

（３）各業務の管理技術者・主任技術者の経験及び能力（１０点） 

基本設計実施設計業務に係る管理技術者・主任技術者の業務実績（各５点） 

ア 同種・類似業務実績（３件まで） 

評価事項 評価点 

業務実績 

同種業務 

・延床面積 2,000 ㎡以上かつ免震構造の消防署の新築・増築

改築の基本設計又は実施設計業務 
5.0 

・延床面積 1,000 ㎡以上かつ免震構造の消防署の新築・増築

改築の基本設計又は実施設計業務 
2.5 

類似業務 

・延床面積 2,000㎡以上の消防署（免震構造を除く）の新築

増築・改築の基本設計又は実施設計業務 
2.5 

・延床面積 1,000㎡以上の消防署（免震構造を除く）の新築

増築・改築の基本設計又は実施設計業務 
1.25 

・国又は地方公共団体の延床面積 2,000㎡以上の免震構造 

の建築物（消防署を除く）の新築・増築・改築の基本設計

又は実施設計業務 

2.5 

・延床面積 2,000㎡以上の免震構造の建築物（国又は地方公

共団体の施設を除く）の新築・増築・改築の基本設計又は

実施設計業務 

1.25 

※個人の実績については、平成 15年 4月以降に契約履行が完了した実績であれば、以前に所属していた 

企業での実績も対象とする。 

 

イ 業務に携わった立場 

過去の実績での立場 管理技術者の評価係数 主任技術者の評価係数 

管理技術者又はこれに準ずる立場 １．０ １．０ 

主任技術者又はこれに準ずる立場 ０．５ １．０ 

担当技術者の立場 ０．２５ ０．５ 

ウ 業務実績の評価 

上記アの各実績ごとに上記イの評価係数を掛け合わせ、これを合計した値を３件で 

除した値（小数点第３位を四捨五入する）を配置予定技術者の業務実績の評価点とす 

る。 

なお、業務実績が２件以下の場合でも、同様に算出した評価点の合計値を３件で除 

することとする。 

以 上 


